
フ

ロ
リ
ダ
半
島

エ
バ
ー
グ

レ
イ
ズ

の

農
業
開
発
と
自
然
保
護

高

橋

英

紀

本
誌
第
十
六
号
(量
)に
北
大
農
学
部

・
梅
田
安
治
先
生
が

「咲

か
な
か

っ
た

サ
ロ
ベ

ツ
の
花
」
と

い
う

題

で
、
昭
和
五
十
二
年

に

エ
ゾ

カ
ソ
ゾ
ウ
が

咲
か
な
か

っ
た
原
因

を
雨
が
少
な
く
地
下
水
位

が
低
下
し

て
い
た

こ
と
に
よ
り
、
六
月
三
十
日
か
ら
七
月
二
日
に
か
け
て

の
夜
間

の
低
温
が
、

サ

ロ
ベ

ツ
原
野
内

で

一
段

と
強
化
さ
れ
た

こ
と
で
説
明
し
て

お
ら
れ
た
の
は
ま
だ
記
憶
に
新

し

い
。

図 り エ パーグ レーズの 土質 と土地利用
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表1赤 外放射計の
出力記号と温度

TemperatureSymbols

>15.3

14.8

14.3

。
8

3

β

3

3

3

。
8

3

3

3

3

3

3

3

3

'
3

3

3

3

3

3

13

13

12

12

11

11

10

10

9

9

8

8

7

7

6

6

5

5

4

4

3

W

O

l

>

<

2

3

4

5

%

ハ0

7
`

R
)

Q
ソ

・

A

B

C

D

〃

〃

E

泥
炭
地

で
は
地
下
水
位
が
高

い
う
ち
は
土
壌

の
熱
容
量
が
大
き
く
、
土
壌

の
熱
伝
導
も
良

い
か
ら
、

晴
れ

て
風

の
な

い
放
射
冷
却

の
盛

ん
な
夜
で
も
あ
ま
り
低
温
と
な
る
こ
と
は
な

い
が
、
地
下
水
位
が
下

っ
て
土
壌
が
乾
燥
す

る
と
有
機
質
を
多
量

に
含

ん
だ
土
壌

は
熱
容
量
が
極
端

に
小

さ
く
な
り
、
熱
伝
導

も
き
わ
め
て
悪
く
な
る
。

い
わ
ば
泥
炭

原
野

の
地
表
は
厚

い
断
熱
材

で
お
お
わ
れ
た
状
態
と
な
り
、
地

下
か
ら

の
熱
供
給
が
さ
ま
た
げ
ら
れ
放
射
冷
却
が
盛
ん
な
夜

に
は
、
地
表
付
近
の
気
温
は
大
幅

に
低
下

す

る
。

こ
れ
と
全
く
同
じ
現
象
が

フ

ロ
リ
ダ
半
島

の
南

に
広
が
る

エ
バ
ー
グ

レ
イ
ズ
の
泥
炭
地
で
大
規
模

に

起

こ

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は

フ
ロ
リ
ダ
大
学

の
チ

ェ
ソ
氏
ら
の
グ

ル
ー
プ
が
静
止
衛
星

G
O
E

S

・
1
号
の
赤
外
放
射
計
の
デ
ー
タ
を
使

っ
て
、

エ
バ
ー
グ

レ
イ
ズ

の
農
業
開
発
地
域
と
自
然
保
護
区

域

の
夜
間
地
表
温

の
相
違
を
見
事

に
浮
彫

に
し
た
研
究

に
よ
り
明

ら
か
と
な

っ
た
が
、
自
然
環
境

の
変
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化

を
小
気
候
学

・
微
気
象
学

の
立
場
か
ら
追
求
し
て

い
る
私

に
と

っ
て
大
変
興
味
を
引
く
報

告
で
あ

っ

た
。
ま
た
、

こ
の
研
究
報
告

に
は
農
業
開
発
地
域
と
自
然
保
護
区
域

の
水
管

理
に
つ
い
て
も
多
少

言
及

し
て
あ

っ
た
の
で
、
内
容
を
紹
介

し
な
が
ら
私
見
を
述

べ
て
み
た
い
。

エ
バ
ー
グ
レ
イ
ズ
の
土
地
利
用

い
わ
ゆ
る
フ

ロ
リ
ダ

・
モ
ハ
ー
グ

レ
イ
ズ
地
域

は
オ
ー
ケ
チ

ョ
ピ
ー
湖

(
一
、
八
九

一
平
方

キ

#
メ

ー
ト
ル
)

か
ら
海
岸

に
か
け
て
の
長

さ

一
六
〇
キ

仁
メ
ー
ト
ル
、
幅
六
五
キ

官
メ
ー
ト
ル
の
大
沼
沢
地

で
あ
る
。

こ
の
地
域

で
は

一
九

一
〇
年
ご
ろ
か
ら
オ
ー
ケ
チ

ョ
ビ

ー
湖
近
く

の
二
、
○
○
○
平
方

キ

#

メ
ー
ト
ル
の
広
大
な
泥
炭

・
湿
地
の
排
水
を
行

い
耕
地
化
さ
れ
た

(
ち
な
み
に
、

サ
ロ
ベ

ツ
原
野

は

一

四
〇
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
、
八
郎
潟
干
拓
地

は
二
二
〇
平
方

キ

ロ
メ
ー
ト

ル
)
。

泥
炭
地
を
耕

地
化
す

る
と
、
夜
間
の
気
温
が
低
下
す
る
現
象

に
つ
い
て
報
告
が
出
は
じ
め
た
の
は
、

一
九
六
〇
年
代

に
入

っ
て
か
ら
で
あ
る
が
、

わ
が
国

で
は
(2
)
サ

ロ
ベ

ツ
総
合
調
査
報
告
、
昭

和
四
十

七

年
度
気
象
部
門

に
そ
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

エ
バ
グ

ン
イ
ズ
で
も
農
業
地
域
で
は
、
周
辺
地
域
よ
り
夜

間
気
温
が
摂
氏
五
度

ほ
ど
低

い
こ
と
は
知
ら
れ

て
い
た
。
し
か
し
、

こ
の
地
域
の
気
象
観
測
点
は
二
、

○
○
○
平
方

キ

官
メ
ー
ト
ル
に
二
十
点

ほ
ど
し
か
な
く
、
低
温
域

の
実
態
が
ま
だ
は

っ
き
り

し
て
い
な

図21977年12月 ⑳ 日午前2時 の地表温分布

(実線:自 然保護区 鎖線:農 地 破

線:湖)
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図31977年12月18日 の夜から19日 早朝にかけての低温域の発生と分布

か

っ
た
。
農
業

は
サ
ト
ウ
キ

ビ
を
主
体
と
し
た
冬
作
物
が

栽
培
さ
れ
て

い
る
た
め
、
天

候

の
影
響
を
受
け
や
す
く
、

フ
ロ
リ
ダ
半
島
を
南
下

し
て

く
る
寒
冷
前
線
通
過
後

に
は

大
き
な
霜
害

に
み
ま
わ
れ

る

こ
と
も
し
ぼ

し
ば
あ
る
と
言

わ
れ
て

い
る
。

こ
の
地
域
の
泥
炭
は
最
も

厚

い
と

こ
ろ
で
約
四

メ
ー
ト

ル
あ

る
が
、
大

部
分

は

一
・

三
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ

る
。

農
業

地
域

は
大
規
模
水
路
と

そ
れ

に
つ
な
が

る
中
小

の
用

排
水
路
網

で
水
管
理
が
行

わ

れ
て

い
る
が
、
非
常

に
興
味

あ

る
こ
と

に
は
、

こ
の
農
業

地
域

の
東

に
隣
接
す
る

ロ
ク

サ

ハ
ッ
チ
ー
の
自
然
保
護
区

域

で
は
保
護
区
域

の
周
辺
を

堤
で
か
こ
み
、
オ
ー
ケ
チ

ョ

ピ

ー
湖
や
農
業
地
域

か
ら

の
排
水
を
逆
に
ポ

ソ
プ

ァ

ッ
プ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
下
水
位

の
低
下
を
防

い
で
い
る

こ
と
で
あ

る
。

こ
の
人
工
的
な
自
然
保
護
と
も
言
う
べ
き
方
法

は
、

わ
が
国

の
よ
う

に
国
土
が
狭
く
、
人
間
の
活
動

圏
と
自
然
保
護
区
域

と
が
接
近
し
て
い
る
よ
う
な
場
合

に
、
い
ま
ま
で
の
よ
う

に
手
を
触
れ
な

い
自
然

保
護

で
は
自
然
破
壊

を
く

い
止
め
る
こ
と
が
難
し

い
場

面
も
今
後
多
く
な

る
も

の
と
考
え
ら
れ
、
人

工

的
な
自
然
保

護

(
も
は
や
自
然
で
は
な
い
と
言
わ
れ
る
か
も
知
れ
な

い
)
が
、
わ
が
国

で
も
も

っ
と
積
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極
的

に
検
討
さ
れ
る
べ
き
時
期

に
来

て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
土
木

技

術
を
駆
使

し
て
の
湿
原

の
水
管

理
な
ど
は
、
最
も
手
近
な
糸

口
で
は

な
か
ろ
う
か
。

エ
バ
ー
グ
レ
イ
ズ
地
域
の
夜
間
温
度
の
分
布

G
O
E
S

・
1
号
に

つ
ま
れ
て

い
る
赤
外
放
射
計

の
波
長
携

は

一
C

・
五
～

一
二

・
六

ミ
ク

ロ
ソ
で
プ
ロ
リ
ダ
半
島

の
全
域
が
入

る
北
緯

二

二
度

・
三

一
度

、
西
経
七
六
度
か
ら
八
五
度

の
地
域
を

一
二
九

x

一
二

九

の
格
子
配
列

に
区

切
り
、
地
表
温
を
摂
氏
○

・
五
度
ご
と
に
区
切

っ

て
表
l

l
に
示
す
記
号
で
表
わ
し
た
。
図
1

2
は
そ

の
記
号

を
使

っ
て

図4エ パーグ レイズ周辺の低

温域の 形(× 印:最 低気

温の出現 した位置)

表
わ
し
た

エ
バ

ー
グ

レ
ー
ズ
地
域

の
地
表
温

の
分
布
図
で
あ

り
、

オ
ー
ケ
チ

ョ
ビ
湖

や
海

で
は
記
号

W

で

一
五

・
三
度
以
上
で
高
温

で
あ
る

の
は
当
然

で
あ
る
が
、
農
業
地
域

に
は
記
号
E
の
三

・
八
度

の
地

点
が
三

ヵ
所
見
ら
れ
る
。

一
方
、

ロ
ク
サ

ハ
ッ
チ
ー
自
然
保
護
区
域

で
は
最
低

で
も
記
号

2
の

一
二

・

八
度

で
あ
り
、
地
下
水
位

の
差
が
地
表
温

に
九
度
も

の
差

と
な

っ
て
現
わ
れ
て

い
る
。

以

上
の
よ
う
な
観
測
例

は
こ
の

一
連

の
研
究

で
数
多
く
報

告
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
う
ち

一
部
を
図

ー

3
、
図
1

4
に
示
そ
う

。
図
1

3
の
場
合
、
前
日
に
寒
冷
前
線
が
通
過

し
て
乾
燥

し
て
低
温
な
気
団

の
支
配
下

に
入

っ
た

フ
#
リ
ダ
半
島
が
次
第

に
冷

え
て
行
き

、
二
十
三
時
ご
ろ

に
は
半
島

の
南

半
分
の

と
こ
ろ
ど
こ
ろ

に

(
図
中

、
A
、

B
、

C
地
点
)
低
温
域
が
発
生

し
た
。
し
か
し
、
さ
ら
に
冷
却
が
進

む
と
そ
れ
ら

の
小
規
模
な
低
温
域

は
消
え
、
翌
朝
の
六
時
に
は

エ
バ
ー
グ

ソ
ィ
ズ
の
農
業
地
帯
だ
け
が

低
温
域

と
し
て
残

っ
た
。
半
島

の
北

か
ら
続
く
等
温
線
か
ら
実

に
二
〇
〇

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
離
れ
た
位

置

に
、
こ
の
低
温
域
が
残

っ
た
こ
と
に
な

る
。

こ
の
低
温
域

の
形
は
等
温
線

の
間
隔

の
と
り
方
に
よ

っ
て
多
少
変

っ
て
く

る
。
図
ー

4
に
三
例
ほ
ど

示
し
た
が
、

い
ず

れ

の
場
合
も

ロ
ク
サ

ハ
ッ
チ
ー
自
然
保
護
区
域

は
低
温
域

に
入

っ
て
い
な

い
。
水
管

理
が
夜
間
地
表
温

に
及
ぼ
す
影
響

の
大
き
さ
が

わ
か
る
。
な
お
、

オ
ー
ケ
チ

ョ
ビ
湖

に
接
す
る
地
域

で

は
、

こ
の
低
温
域
が
帯
状

に
く

い
止
め
ら
れ

い
る
。

こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
湖
効
果

の

一
つ
で
、
湖
水
温

が
周

辺
よ
り
も
高

い
た
め
に
起

る
湖
陸
風
循
環
系

の
発
達

に
よ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
湖
効
果

の
問

題
は
人
造
湖

の
建
設

に
と
も
な
う
気
象
変

化
の

一
つ
と
し
て
重
要

で
あ

る
。
別

の
機
会

に
詳

し
く

報
告
申

し
あ
げ
た

い
。

こ
の
研
究
報
告

の
最
後

に
は
、

こ
の
農
業
地
域

の
地
下
水
位
を
作
物

の
収
穫
期

の
秋
か
ら
冬
に
か
け

て
は
地
下
三
〇

セ
ソ
チ
メ
ー
ト
ル
程
度

に
保

て
ば
、
低
温
域

の
発
生

は
緩
和
さ
れ
る
と
し
て
話

を
結

ん

で
い
る
。
自
然
保
護

の
立
場

か
ら
言
え
ば
、
地
下
水
位
が
低
下
す
る
よ
う
な
条
件
を
作
り
出

さ
な
い
こ

と
も
大
切

で
あ
る
が
、
す

で
に
変
化
が
始
ま

っ
て
い
る
場
合

に
は
、
そ
れ
を
人

工
的

に
く

い
止
め
る
こ

と
も
必
要

で
あ
ろ
う
。

動
植
物
(
人
間
を
も
含
め
た
)
生
態
系
に
及
ぼ
す
影
響

は
土
地
や
水

な
ど
と
同
様

に
気
象

や
気
候

(気

候
と
は
気
象

の
平
均
的
状
態
を
意
味
す
る
)
も
大
き

い
。
生
物

の
発
生
と
進
化

は
気
候
変
動

に
ょ
り
刺

激
を
受
け
て
行
わ
れ
て
き

た
と
も
言
え
る
。
し
た
が

っ
て
、
地
域

の
自
然
保
護
を
論
ず

る
と
き

に
は
そ

の
気
象

・
気
候
的
背
景

を
明
ら

か
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
れ
も
今
ま
で
の
よ
う
な

マ
ク

ロ
な
観
測

で
は
不
十
分
で
あ
り
、
も
う
少
し
細

か
な
観
測
に
よ
る
地
域
気
象

・
気
候

の
動
態
把
握
が
必

要
で
あ
る
。
今
回

の
紹
介

し
た
研
究
報
告
は
そ

の
よ
う
な
要
求

を
あ

る
程
度
満
し
て
い
る
も

の
と
言

え

よ
う
。

(北
大
大
学
院
環
境
科
学
研
究
科
)
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